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被災場所：需要設備（高圧）
事故発生電気設備：受電キュービクル内母線接続部
作業目的：月次点検
原因分類：感電（作業者） ／作業準備不良
被害内容：作業者（その他）１名が感電により負傷
詳報XMLテンプレート番号：202501_01

＜事業者及び関係者が行った防止対策＞
• 作業前に保護具の状態（靴底のすり減りなど）を確認し、

劣化や壊れがある場合は早急に取り替え、水気の発生など
周囲の状況に注意を払う。

• 月次点検における実施要領及び作業手順を作成し、事前の
作業分担、危険予知活動及び適切な保護具の着用等を定め、
作業前ミーティングでお互いに情報を共有する。

• 点検を行う場合は、充電部分との躯側距離60cm以上を確
保し、60cm以内に近づく場合は、絶縁用保護具（高圧ゴ
ム手袋）を着用するよう、各保安業務担当者に周知する。

＜事故原因＞
• 被災者の安全作業靴の靴底がすり減っており、電気室入口（屋

外）の草むらが濡れていたため、靴底が濡れていた。
• 月次点検の実施要領及び作業手順を定めておらず、作業前ミー

ティングにおける危険予知活動ができていなかった。
• 素手で作業を行っており、安全対策として十分な保護具が着用さ

れていなかった。

＜事故概要＞
月次点検において、作業者（その他）が、受電キュービクル内高圧

機器の温度測定しようとした際、足を滑らせたため体勢をくずし、手
が保護カバー（透明塩ビ板）の隙間から中に入り、高圧母線接続端子
部（充電部）に接触し、感電負傷した。（受傷電圧：6600V）

＜1号（死傷事故）① キュービクル点検作業中の感電負傷＞
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安全装備着用状況

○：着用 ×；未着用

ヘルメット ○

絶縁帽 ×

絶縁手袋（高圧） ×

絶縁手袋（低圧） ×

絶縁衣 ×

絶縁靴（高圧） ×

絶縁靴（低圧） ×

安全靴 ○
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